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まちのわだい

約 360 匹のニジマスやコイのつかみ取りを楽しむ子どもたち。
また、小野湖ではカヤック体験教室が同時開催されました

須木の自然を楽しむ
すきむらんど滝まつり開催
　５月５日、すきむらんど滝まつり 2018
が開催されました。市内外から約 1500 人
が来場し、地元の特産品や工芸品を販売す
る「すき物産市」、歌やダンスなどのステー
ジイベント、豪華景品が当たる大抽選会、
魚のつかみ取り大会を実施。会場は多くの
家族連れで賑わっていました。
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馬頭観世音祭は、家畜の慰霊、五穀豊穣や家内安全を祈願するもの。
市内の各地域でも、伝統行事として行われています。

畜産業発展を祈願し、
保
う け も ち

食神社で馬頭観世音祭	
　５月８日、小林地域家畜市場内の保

う け も ち

食神
社で馬頭観世音祭が開催されました。畜
産関係者ら約 160 人が参加し、家畜の無病
息災と発展を祈願。市畜産振興会連合会の
折
お り た

田巌
いわお

理事長は「畜産は市の基幹産業。しっ
かりと守り、益々発展するよう努力してい
きたい」とあいさつしました。

同大会は、剣道を通した子どもたちの心身の鍛錬と健全育成を目的
に、毎年 4 月 29 日（昭和の日）に開催されています

少年少女剣士 328 人が出場
須木で薫風杯剣道大会を開催
　４月 29 日、第 30 回薫風杯剣道大会が須
木地区体育館で開催されました。県内外の
小・中学生ら 34 団体 93 チーム 328 人、う
ち市内からは６団体 37 人が出場。各チー
ム熱戦を繰り広げ、打ち合いの末に技が決
まると、チームメイトや保護者から大きな
歓声が上がっていました。

園内に咲き誇るカリフォルニアポピー。まつり期間中は、春の物
産市やご当地グルメ屋台、いこま de マルシェなども行われました

色鮮やかなポピーの絨毯
生駒高原に 25 万本が開花
　４月 21 日から５月 20 日にかけて、生駒
高原ポピーまつりが開催されました。広
さ 8 ヘクタールの園内では、ピンクや黄色
のアイスランドポピーと、オレンジ色のカ
リフォルニアポピーなど約 25 万本が満開。
県内外から期間中約 1 万 7000 人が来場し、
満開のポピーを眺めていました。

この拠点を活用し、市の農畜産物の魅力を地域内外に発信するこ
とで、産業や観光など地域経済の活性化につなげます

食と農の魅力創生を目指し
フレンチレストランを開店
　5 月７日、宮崎牛や鯉、チョウザメ、野
菜など市産の食材を PR するための拠点

「Kokoya de kobayashi（ここやっど小林）」
をオープンしました。オーナーシェフを務
めるのは、優秀公邸料理長の地

ち い

井潤
じゅん

シェ
フ。地井シェフは「料理を通して、小林市
の PR に貢献したい」と話していました。

ハーブのまちづくり奮闘中！

きずな協働体 野尻地区今月は、

取 り 組 み を 紹 介 し ま す
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　現在、野尻では地域内の
高齢者に呼び掛けてハーブ
の生産に取り組んでいま
す。野尻には他の市町村に
は無い、県の「薬草・地域
作物センター」があり、指
導を受けながら試行錯誤を
重ねて栽培しています。最
初の作付けの「ポットマ
リーゴールド」が何とか収
穫までたどり付くことがで
きました。初めての取り組

みで分からないことだらけ
でしたが、20 名近くの方々
が計画に賛同していただ
き、それぞれの判断で独自
の栽培方法に取り組んでい
ただいています。まさに、
野尻の持つ「フロンティア
精神」そのものを感じてい
ます。
　第二弾の品種も決まり、
これからも皆さんと楽しみ
ながら挑戦していきます。

ポットマリーゴールド

閉校後、ミッギャッが踊られたのは初めて。三味線と太鼓の音に
合わせて、参加者は輪になって踊っていました

懐かしの地区住民集まり
山代分校跡地で祭り開催
　５月４日、山代分校 OB 会祭りが山代も
みじ館（山代分校跡地）で開催されました。
同地区では昭和 53 年の閉校以降、約 40 年
ぶりのイベントを開催。出身者やその家族
など約 70 人が集まり、当時学校の授業で
書いた詩を使ったミニゲームや伝統芸能
ミッギャッの披露が行われました。


